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論文要旨　ナイチンゲールの教育思想の源流を探究するために，本論ではナイチンゲール家とイギリス社会を概
観した。女性の幸福と利益は男性のそれと同等であるとの考えを有した父親の政治的・学究的な態度，その父親
からの高い教育は，ナイチンゲールの知性を高め，批判的精神を旺盛にさせた。ナイチンゲールは，自身の周辺
で日常的に引き起こされている現象とその分析，そして分析から得られた社会的問題を現実的対応に転換可能に
させるほどに卓越した知性を有していた。さらに，両親の有した高い社会的地位と交友関係による幅広い宗教的・
政治的・経済的思想及び活動による影響を強く受けたナイチンゲールの高い倫理観と相俟って，当時のイギリス
社会における労働者階級の無知と貧困と病気との関係を見出した。さらに，家庭内における女性の位置づけと伝
統的な女性達の生き方を非難し，家庭生活の無為さを非難し，それを受けいれている女性たちを非難し，女性であっ
ても高い理想を持って生きるべきであると主張したものである。これらから，ナイチンゲール教育思想の源流は，
日常生活における現象を原因と結果の関係において解釈しようとするイギリス経験認識論にあると考えられた。

キーワード： ナイチンゲール，教育思想，イギリス社会，ナイチンゲールの家族背景，イギリス
の宗教改革

■　はじめに

　時として世の中は大きな変革をもたらす時代の
偉人を生み出す。“19世紀は女性の世紀”１），その
言葉が示すとおり19世紀の初頭，偉大な社会改革
者フロレンス・ナイチンゲールが生まれた。社会
学者トレヴェリアンが，「従来の女性の社会的評
価をもかえた」２）と述べたように，ナイチンゲー
ルの改革は単に看護師を教育して女性が社会で有
用であるようにしたばかりでなく，全ての女性の
社会的有用性を示したのである。およそ，一つの
思想の意義を明らかにするには，その思想がいか
なる行為を生み出すかに適しているかを決定しさ
えすればよい。その行為こそが我々にとってその
思想の唯一の意義である。ナイチンゲールは“日
常生活は心に問いを抱かせ，知性はその問いに答
えを求める”と述べた。長じるにつれて拡大した

彼女の疑問は解決せずにはいられないほどの人間
の尊厳に関わる問題であった。事実，ヨーロッパ
における女子教育は彼女以降，大きく前進した。
そして，彼女は世界の理想的人物像として不動な
立場にある。そして，わが国看護教育の源流とい
われる人物がフローレンス・ナイチンゲールであ
る。わが国は彼女から多くのものを学んだが，し
かし，看護に関する限り，真実の探究を怠ってき
たことも事実である。その意味で『看護学統合研
究』が特別に設置した“看護歴史探訪”のコーナー
の最初のぺージを飾るべきに相応しい人物はナイ
チンゲールであるべきであった。筆者の看護実践
現場の中で芽生えた小さな疑問に答えを求めるた
めの歴史検証の旅，それが『歴史に見るわが国の
看護教育－その光と影』３）である。その教育の源
流とも言えるナイチンゲール思想の研究は未だ十
分ではなく，宇宙的広がりを有するが，しかし，
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その一滴でも公表するべくは私の義務であると考
えている。
　両親の旅行中に生まれたナイチンゲールの名前
は生地，イタリアのフロレンス４）に因んで付け
られた。1688年の市民革命以降，資本主義社会に
転じたイギリスでは，資本者と労働者間の経済的
な差異に著明なものがあった。それはわが国が身
分制度を有していた江戸時代の士農工商と類似な
ものである。国民の10～20％が権力を有する武士
階級，90～80％とも言われる庶民階級（農工商）
の存在，そこには決して超えられない身分制度が
あった。イギリス社会にもわが国同様，10～20％の
絶対的権力を有する貴族を含めた上流社会と90～
80％とも言われる労働者階級が存在し，労働者階
級の貧困問題は時の政府の重要課題であった。し
かしながら，十分な策がないままに放置されてい
たことも現実である。そうした中で博愛主義運動
と呼ばれる運動が，為政者や宗教家，貴族や上流
社会の人々によって行われており，当時はベンサ
ム主義者５）等が活発であった。この運動は人道
的な立場からの主張であり，富を有している者は
経済的に困窮したものに対し，施しをする必要が
あるといった運動であった。上流社会の娘として
生まれ，ベンサム主義者の父親を持つナイチン
ゲールは，ノーブレス・オブレッジ（Noblesse－
oblige）とも呼ばれる博愛主義運動に影響を受け
た。母親のフランセスも上流夫人の義務として貧
者や病人の家庭を訪問していた。ナイチンゲール
は母親のこの行いを見たり手伝ったりするうち
に，貧しい人たちに関しても感じやすく慈悲深い
女性に育った。そしてナイチンゲールの周囲には
両親以外に彼女の気質を刺激し，情熱を燃え上が
らせ，彼女の思想，あるいは彼女の行動に影響を
与える友人・知人達が多数存在したのである。ナ
イチンゲールが見聞した社会の，その社会との相
互作用の中で，彼女が認識した社会における人々
の健康問題とその問題を解決のための改革，それ
は彼女自身がしっかりと両足で踏んでいる現実社
会の環境を観察した結果であると筆者は考えてい
る。その意味でナイチンゲール思想について踏み
込むには，最初にナイチンゲール家と，ナイチン
ゲール家のあったイギリス社会を概観するのがそ
の思想源流として必要不可欠であろう。
　ナイチンゲール家の家系図６），７）を見ればナイ
チンゲールの一族についてはおおよその概略が分
かる。そこで，本論では数多いナイチンゲール伝

の中から『ナイチンゲール［その生涯と思想］』８），
『フロレンス・ナイチンゲールの生涯』９），『フロレ
ンス・ナイチンゲール』10），『近代看護の創始者ナ
イチンゲール伝』11），『ヴィクトリア朝時代の偉人
たち（Eminent Victorians）』12），『フロレンス・ナ
イチンゲール往復書簡集（Ever Yours，Florence 
Nightingale Selected Letters）』13），『ナイチンゲー
ル』14），『フロレンス・ナイチンゲールとその家族
（Nightingales Florence and Her Family）』15），『女
性・医療・助産婦起用におけるフロレンス・ナイチ
ンゲールの業績（Florence Nightingale on Women, 
Medicine, Midwifery and Prostitution）』16）を手が
かりにした。

■　 ナイチンゲール家の家族構成とその文化的・
価値背景

　ナイチンゲール家の家族については後添（図１）
したが，ダービーシャー州にあるリー・ホールの
地主ピーター・ナイチンゲール17）にはアン
（Anne）とピーター（Peter）という二人の子ど
もがいた。息子のピーターは生涯を独身で過ごし
たが，娘のアンはジョージ・エバンズ（George 
Evans）と結婚し，メアリー（Mary）とエリザ
ベス（Elizabeth）という二人の子女に恵まれた。
妹のエリザベス（通称エバンズ大叔母）は結婚を
せず，生涯を独身で過ごした。姉のメアリー（通
称ショアおばあちゃん）はウィリアム・ショア18）

と結婚し，長男ウィリアムと長女メアリー（通称
メイ叔母）19）という二人の子どもに恵まれた。こ
のウィリアムがウィリアム・エドワード・ショア
であり，ナイチンゲールの父親である。ウィリア
ムは叔父のピーターに子どもがいなかったことか
ら1815年，21歳のときに大叔父であるピーター・
ナイチンゲールの財産を受け継いだ。この時から
彼はウィリアム・エドワード・ナイチンゲール20）

とナイチンゲール姓を名のるようになった。これ
ら相続の問題は女性の権利問題としては極めて重
要なことであり，イギリスでは日本における家族
制度同様，男子のみに相続権が認められていたこ
とによる。つまり，女性は保護されるべき立場で
ある。保護される立場の女性は弱者であり，自己
責任は伴わない。自己責任が伴わないものには権
利は有しない。ゆえに女性には財産相続権などと
いう権利は存在しないということである。最も，
上流社会では例外もあったようだが，ナイチン
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ゲール関係伝記本によれば，この相続の問題には
大叔父であるピーター氏が男子への相続を遺言し
ていたからであるとも記述されている。この相続
権の問題は後にナイチンゲール自身が人生の後半
で経験した家族の問題であった。
　ナイチンゲール氏は成長・発達段階で，その時
代に相応しい教育を受け，ケンブリッジ大学を卒
業，学究的な人物となった。思想的にはベンサム
主義者であり，彼はその財がもたらす社会的地位
によって，当時のイギリスにおける政治的・文化
的に強い影響力を与える友人を多数有していた。
また，妹のメアリーはサムエル・スミス21）と結婚，
長女ブランチ22），長男ショア他２人の子どもを授
かった。後年，ナイチンゲール氏が死亡した後，
ナイチンゲール姉妹には財産相続権がなく，父親
の財産を継承したのは，この従兄弟のショアで
あった。しかし，彼は後のナイチンゲールの活動
に大きく貢献した。
　母親のフランセス23）は気前が良くて金遣いの
荒い派手な女性であった。フランセスは極めて精
力的で，快楽を追及することにおいては飽きこそ
すれ，疲れを知らない女性であった24）。彼女はイ
ギリスで国会議員をしていたウィリアム・スミス
氏25）の娘であり，祖父のサムエル・スミス
（Samuel Smith）は巨万の富を得た商人である。
サムエル氏はハノーバー王朝26）の強力な支持者
でありながら，一文無しでロンドン塔に幽閉され
たフローラ・マクドナルド27）を支援した人道主
義的な人物であったことで知られている。フラン
セスは，いわゆる上流社会における伝統的な慣習
を受入れ，上流夫人としての務めを果たす女性で
あったが，彼女の友人の中にはファニー・アレン28）

等の様な女性解放主義者もいた。また，ファニー・
アレンには二人の姪がおり，彼女たちはそれぞれ，
チャールズ・ダーウィン29）やジーン・チャール
ズ・レオナルド・シモンデ・シスモンディ 30）と
結婚をしていた。ダーウィンは『種の起源』31）に
代表される科学主義の代表的人物である。彼は女
子教育については宗教家の説く女の義務主張者で
はなく，それぞれの立場から女子教育を説く立場
を示している。がしかし，良妻賢母主義的思想を
継承しているジャン・ジャック・ルソー 32）の女
子教育と同じ立場であり，女らしさをしつけるこ
とには積極的立場にあった33）。シスモンディは当
時，政治的亡命でジュネーブにいたが，ナイチン
ゲール一家は旅行中にわざわざジュネーブに立ち

寄り，彼のもとを訪問している。イタリア在住中，
シスモンディ家から見える窓の外には常に300人
ほどの乞食の群れがいた。ナイチンゲールはシス
モンディと散歩をしながら，彼からイタリアの歴
史や経済学や政体論などについての話を聞いた。
ナイチンゲールの眼前には，自己の崇高な目的の
ために犠牲を惜しまないシスモンディの姿があっ
た。ナイチンゲールは彼に対して崇拝の念と強烈
な印象を抱いた34）。キリスト教の教儀，即ち，『聖
書』の範囲内で解釈されていた自然界の現象は，
ダーウィンに代表されるように科学的根拠を持つ
ものとして解釈され始めていた。また，シスモン
ディに代表されるように社会は変革の時代であ
り，ものごとの価値観も大きく変わりつつあっ
た。イギリス社会も又，変革の渦の中にあった。
　ナイチンゲールにはパースィノープ35）という
姉がいる。彼女はギリシャのナポリで生まれたの
でパースィノープという名前が付けられた。パー
スィノープというのはナポリのギリシャ名であ
る。姉妹でありながら両者の違いは顕著であっ
た。リットン・スチレイチー 36）は著作の中でそ
の違いを次のように表現している。「彼女の姉が
子ども部屋で，人形を引き裂くことに健全な喜び
を示していた幼女時代から，なぜ，彼女は，人形
を直してあげることのほうにほとんど病的な喜び
を示したのか。」37）前者が子供の探索活動である
ならば，後者はいわゆる“ごっこ遊び”の世界で
ある。前者を健全として後者を病的とするストレ
イチーのナイチンゲール描写にも時代の特徴的側
面がある。ナイチンゲール一家の娘達二人が外国
で生まれたということが実証するように，上流社
会では一家で移動することは極当たり前の生活で
あった。それは気候の良い避暑地を求めてという
こともあろうが，マスメディアが発達していな
かった時代には，旅行は世界の動向を知る唯一の
手段であった。特にこの頃，フランスは政治・経
済といった文化的側面で先進的な思想を持ってい
た。その為，イギリス上流社会の，特にナイチン
ゲール家のように政治的にも関与するような家庭
では，常にフランスに目を向け，旅行によって各々
知識や文化の交流を図っていたのである。この上
流社会の交流の“場”の一つがサロンであった。
1838年，ナイチンゲール一家は母親の姉パティ 38）

の紹介によって，フランスのメアリー・クラーク39）

の“サロン”に出かけた。ナイチンゲールはこの
“サロン”で初めてメアリーと知り合った。両者
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はこの出会い以降，多くの点で共通の認識を持ち，
理解を深め合い，無二の親友になった。メアリー
は後にユリウス・モール40）と結婚し，モール夫
人（以降モール夫人とする）となった。ナイチン
ゲールが家族と共に訪問したモール夫人のサロン
には，ビクトール・ユーゴー 41），アルフレッド・
ヴィクター・ヴィニ42），ルイス・アドルフ・ティ
エール43），フランソワ・ピエール・ギョーム・ギ
ゾー 44）等の様な，当時の最も優れたフランスの
政治家，文学者，科学者等が出入りしていた。ナ
イチンゲールはモール夫人を通してフランスの一
流の名士達と出合い，彼等と交流を持つことに
よってフランスのみならず，プロシアやドイツの
文学や思想的な影響を極めて早くから受けた。ナ
イチンゲールには家族背景及びその友人・知人達
を通してあらゆる思想的・学術的学びができる環
境が整えられていたのである。

■　ヴィクトリア女王治世下のイギリス社会

　1837年には，ナイチンゲールより一歳年長の
ヴィクトリア女王45）が即位した。イギリスには
当時，ホィッグ党とトーリー党の二大政党があっ
た。ホィッグ党というのはチャールズ２世46）に
象徴される王政復古時代に組織され，初代の指導
者はアンソニー・アシュレイ・クーパー・シャフ
ツベリー伯爵47）である。宗教的な要素からは国
教会派である。出身階層では大地主を中心とした
騎士の流れを汲む政党であり，女王の側近政党で
ある。ヴィクトリア女王が即位した頃のイギリス
では，ウィリアム・ランブ・メルボン卿48）率い
るホィッグ党が内閣を組織していた。ナイチン
ゲールの父親もホィッグ党の党員であり，ヘン
リー・ジョン・テンプル・パーマストン卿49）を
支持していた。トーリー党は宗教的には非国教会
派，中規模の地主や新しく出現したジェントリー
を中心とした政党である。メルボルン卿の後にロ
バート・ピール卿50）率いるトーリー党が内閣を
組織した。トーリー党のメンバーであったシド
ニー・ハーバート51）は，クリミア以降のナイチ
ンゲールの，一連の改革に関して協力を惜しまな
かった人物であり，彼なしでは改革は実現できな
かったといっても過言ではない。クリミア戦争に
おけるナイチンゲールの従軍も，その瞬間に居合
わせた人の，その瞬間の決断がなしたものであ
る。クリミア戦争当時，ホィッグ党であり，ナイ

チンゲール家の隣人であったパーマストン卿が内
閣を組織していた。パーマストン卿は陸軍大臣の
他に臨時の戦争大臣のポストを設け，その椅子に
トーリー党のシドニーを座らせたのである。
　さらに，ヴィクトリア女王治世下の19世紀中期
は，ダーウィンに代表されるように科学黄金時代
の幕開けの時代でもあった。ナイチンゲールと年
齢をほぼ同じくするこの女王の存在は，彼女の活
動にとっても重要な意味を持つまでもなく，ヴィ
クトリア女王治世下のイギリスが，資本主義社会
として文化的，経済的にも華々しい進歩をとげた
時代の象徴でもある。ヴィクトリア女王はナイチ
ンゲールが上流社会の女性として，その階級に止
まらず，広く社会を見渡したように，自ら病める
ものや貧民に直接手を差し伸べるなど，当時の常
識の枠を越えた女王であった。
　また，同年には明治維新以降，政治，教育面で
わが国に強く影響を与えたハーバート・スペン
サー 52）が生まれている。スペンサーはヴィクトリ
ア朝中期のダーウィン等と共に代表的な科学者で
ある。彼の思想は『科学の起源』53），『進歩につい
て－その法則と原因』54），『知識の価値－教育論第
一部』55）などに明確である。彼は目的論的に言え
ば自然が健康のために有効な安全装置を与えてく
れたのに，知識不足がこの安全装置の大半を無駄
にしていると述べ，たくましい体力とそれに伴う
元気とは，幸福の最大の要素であるから，その保
ち方の教育こそ他の一切に勝る重要な教育となろ
う56）と述べている。その上で，スペンサーは生
理学の一般真理と，日常行為との関係を理解する
に必要な生理学のコースこそ，合理的教育の最も
基礎的な部分であると述べた。日常生活と生理学，
それこそがナイチンゲールが後に看護教育で示し
た教育内容である。中産階級の家庭に生まれたス
ペンサーと上流社会の娘として生まれたナイチン
ゲールが知り合っていた事実はないが，ナイチン
ゲールが時代を読む女性であったがゆえに，彼ら
の思想から当時のイギリスにおける科学主義的思
想を知る手がかりにはなり，ナイチンゲールの教
育観との関連性もまた見ることができる。ナイチン
ゲールが伝統的あるいは慣習的な考え方をそのまま
受けいれるのではなく，社会的現象を受け止めなが
ら，その現象をより分析的にしようとした科学的な
態度を有していた。
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■　イギリスにおける宗教改革と道徳的退廃

　島国であったイギリスにおける宗教改革につい
て考えるとき，非常に困難な側面がある。それは
イギリスそのものの風土にある。『イングランド
の宗教』57）によれば一般的にイギリスにおける宗
教改革はヘンリー８世に端を発するといわれてい
るが，一概にそうとは言えないとされる。その第
一にプロテスタントに対抗するローマン・カソ
リック教会の改革運動，第二はローマン・カソ
リック教会の腐敗を痛烈に批判するルター派の出
現，第三には聖書中心，神の主権を強調するカル
ヴァン派，改革派，長老派などの出現，第四に幼
児洗礼を否定し，自らの意志による洗礼による信
仰告白のみを洗礼の条件とするアナパブテスト派
（Anabaptist）の出現，第五に人間の倫理的問題
を強調し，キリストをその範とするヒューマニス
ト派の出現，第六にヘンリー８世の役割が強大で
あった58）ことなどが複合的に絡み合った問題が
イギリスの宗教問題である。
　キリスト教主義思想であるヨーロッパでは宗教
の教えは絶対であった。イギリスはローマ支配下
にあった時代から政治的には独立していたが，宗
教的にはローマの支配を受けていた。ローマを中
心にしたキリスト教という巨大宗教は国際的なも
のであり，例え，国王であってもその教えには絶
対的に従属しなければならなかった。しかしなが
ら，15世紀の初頭，ヘンリー８世59）は自身の離
婚問題からローマン・カソリックと対立した。ヘ
ンリー８世は信条的には，ローマン・カソリック
の教義をそのまま受け継いだ形で長年のローマ支
配を断ち切り，自らイギリス国教会を作り，その
長になった。ヘンリー８世によって宗教改革が行
われたとは言え，教義そのものが深く研究されない
まま，イギリスの宗教は存続した。そして，国教会
による宗教の一元化は土地の基本財産と教会税に支
えられた特権階級の牧師職を作り出した60）。そして
ドイツではマルティン・ルーテル61）の宗教改革
によって新しくプロテスタント（Protestant）と
いう宗派が出現し，イギリス社会にも浸透し始め
ていた。その後，イギリスではより『聖書』に忠
実であろうとするピュリタン（Puritan）と呼ば
れる宗教活動も登場した。その後，民衆の宗教離
れを背景に登場したのはパブティスト（Baptist）
とクェーカー（Quaker）である。パブティスト
はジョン・スミス62）によって1609年に設立され

た。彼らは幼児洗礼を否定して，成人にのみ洗礼
を施そうとする宗派である。クェーカーはジョー
ジ・フォックス63）によって1643年に設立された。
彼らは牧師の専門性や階層性を認めず，いかなる
シンボルもサクラメント（洗礼・聖餐・婚姻など）
も祭壇も音楽も不要であるとした。そして，彼ら
は教会や聖書の外的権威より，自己の内なる神の
権威に従おうとする態度を表明し，人間の完全な
る精神的平等性を導き出した64）。ヘンリー８世の
娘，エリザベス女王65）はヘンリーの改革路線を
全て無効にした。そのことにより一時的にイング
ランドの宗教改革は頓挫した66）。エリザベス女王
は神学的統一を強要するより，カトリック派とプ
ロテスタント派の中庸を図ろうとした67）のであ
る。しかしながら，この計画は失敗に終わり，エ
リザベス女王はローマ教皇によって完全に破門さ
れ，ローマ・カソリックとの関係は断絶した68）。
この宗教的・社会的・政治的変動はプラトン主義
の新たな復活を促した。その代表的人物がフラン
シス・ベーコン69）である。彼の思考方法は人間
理性の働きに基づく経験論的認識論である。その
後，真理と善なるものとは究極的に一致するとの
立場を探究するケンブリッジ・プラトニスト
（Cambridge Platonists）たちが出現した。彼らは
プラトン主義とキリスト教とを結びつけ，宗教的
対立を解決する手段にしようとした70）。ジョン・
ロック71）の哲学は経験論的認識論の立場である
が，この立場である合理主義的思考が，哲学の分
野から自然科学の分野に広がるにつれて，伝統や
宗教的制約から脱却して個人の合理的主知主義的
判断に基づく自由の要求が高まった72）。
　このような思想的な流れの中でナイチンゲール
の時代，イギリスにおける宗教は，ローマン・カ
ソリックとイギリス国教会，ユニテリアン
（Unitarian）73）それにルーテルの宗教改革によっ
て設立されたプロテスタント，ピュリタン，パブ
ティスト，クェーカーという宗派が存在したこと
になる。これら多くの宗派の存在は，19世紀イ
ギリス社会の価値規範の多様性を示しているが，
他方，宗教的混乱を招き，道徳的退廃も著しかっ
た。激しい宗教闘争に疲れた人々は，次第に宗
教から離れ，無関心となり，沈滞ムードになっ
ていた74）。上は『ヴィクトリア女王』75）から，下
は『イギリスにおける労働者階級の状態』76）にも
記述されているが，当時のイギリス社会では人々
の倫理観の低下が顕著であった。『ヴィクトリア
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女王』によれば司祭はその儀式も十分に取り仕切
れないほどであり，全ての階級に宗教上の問題が
あった。それぞれの信仰がもたらす価値規範は互
いを認め合うというより，対立関係であり，いわ
ゆる宗教戦争にも近い状況であった。が，しかし，
それぞれの教義に従って教育が振興したのも事実
である。道徳教育の必要性が問われた19世紀初頭
に公教育が開始されたのもこれらと無関係ではな
い。ストレイチーの『ヴィクトリア朝時代の偉人
たち』の一人アーノルドのラグビー校77）におけ
る改革も，基本的には宗教的要素を強化した道徳
教育である。また，道徳教育の一環として幼児教
育を開始したのはロバート・オーウェン78）であ
る。オーウェン『自叙伝』79）には，ナイチンゲー
ルの祖父であり，国会議員であった若かりし頃の
スミス氏についても記述されている。つまり，そ
れはオーウェン自身が，スミス氏を認識していた
ということであり，ナイチンゲール一家と当時の
政治的・思想的に代表的な人物との横のつながり
を示している。
　こうした時代，更にダーウィンの進化論が発表
され，科学主義時代が幕開けするのである。

■　ナイチンゲールの知性を育んだ父親からの教育

　ナイチンゲールの時代，イギリスでは公教育と
して義務付けられた学校教育はなかった。寄宿舎
付きのパブリックスクールやグラマースクールも
存在したが，それらは男子に準備されたものであ
る。女子に対してはナイチンゲールのような上流
社会の子女達のみが，ある一定期間家庭で教育さ
れた後，無秩序な寄宿舎付きの私立学校で教育さ
れた。その教育は礼儀作法や音楽，ダンス等社交
界に必要な教育および家政的な教育が主流であ
り，その内容も一貫していなかった。上流階級の
子女さえこの様な状況であったから，労働者階級
の子供達には教育らしい教育が存在せず無学なも
のが多かった。
　ジェレミー・ベンサム80）の「女性の幸福と利
益は男性のそれと同等である」81）との考えを継承
していたナイチンゲール氏は，娘達に男性同様の
教育を施した。姉のパースィノープと違ってナイ
チンゲールは，生来勉強する事がすきであった。
大きくなるに連れ，父親からは哲学や数学，ラテ
ン語，ギリシャ語，イタリア，ドイツやフランス
などの歴史を教わり，数学に関しては，当時一流

の数学者であったジェームズ・ジョセフ・シルベ
スター82）に個人教授をしてもらった。それに加え，
統計学者としても一流のアドルフ・ケトレ83）や
医学統計学者ウィリアム・フォー博士84）にも個
人教授をしてもらった。ケトレは幾何学の博士号
を受けた数学者であり，ゲント大学やブリュッセ
ル学術協会で高等数学を教え，ブリュッセル博物
館で物理学や天文学を教えていた85）。いずれにし
ろ，彼らから受けた統計学教育は後にナイチン
ゲールをして統計学者たらしめた。そして，ナイ
チンゲールの後の改革にはこの統計の知識がいか
んなく発揮された。ちなみにナイチンゲールは
1874年に，アメリカ統計協会の名誉会員になり，
統計分野における国際的栄誉を受けている86）。
　とにかく，ナイチンゲールという女性は知的探
求心が旺盛であった。ナイチンゲールが受けた男
女を問わない，あるいは当時の男性以上の高い教
育は，その当時の上流社会の子らしく知的に育っ
ていくには相応しいものであったが，ナイチン
ゲールの場合，当時の上流社会の女性達とは違っ
た生き方を模索する事になる。即ち，知識は単な
る知識ではなく，行動するために必要なのであっ
た。そしてその知識は，今日起きている現象をそ
のまま受けいれるのではなく，科学的な根拠を
持って物ごとを観察し，認識し，行動変容するた
めに必要であった。そして，ナイチンゲールの姿
勢は現実の社会における矛盾点を指摘，改革しよ
うとする積極的な態度につながった。後にナイチ
ンゲールは「生活は心を目覚めさせて問いを抱か
せ，心は知性を目覚めさせてその問いに答えを要
求する。」87）と述べている。非常に含蓄のあるこ
の言葉はオーギュスト・コント88）の言葉を引用
したとナイチンゲール自身が述べている。
　家庭内における教育は彼女に知性をもたらし，
その知性は当時の神秘的なキリスト教教義の中
で，自分が何をなすべきかにについて考える機会
を与え続けた。『思索への示唆』89）でナイチンゲー
ルは，多くの哲学者や宗教家たちの考えを引用し
ながら，人類の宗教と道徳哲学に対して説明を試
みている。かつてコントは「女性は知的作業には
極めて不適格」90）との意見を述べ，それは知性の
内在的な弱さのせいであると説明を加えている。
コントは，女性は知性の内在的弱さの為に知的作
業にはふさわしくないと結論づけたが，ナイチン
ゲールはこの見解を崩す人物であった。ナイチン
ゲールは「なぜ，女性は男性のように抽象的概念
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を理解する事ができないのか。なぜ女性たちは男
性と比較して創造性に欠け，知性に欠け，自己決
定ができず，宗教的感化も少ないのか，何故，女
性たちは芸術や科学あるいは文学の世界で一つの
業績も果たすことができないでいるのか？」91）と
指摘した。なぜ？なぜ？何故？このナイチンゲー
ルの疑問は1846年のことであり，ナイチンゲール
が父親に宛てた手紙の一節である。なぜ，女性は
男性のように抽象的概念を理解する事ができない
のか。彼女自身の磨き上げた知性から考えた場合，
自分以外の女性たちの無知が信じられなかったの
であろう。女性たちは男性と比較して創造性に欠
け，知性に欠け，自己決定ができず，宗教的感化
も少ないと指摘し，何故，女性たちは芸術や科学
あるいは文学の世界で一つの業績も果たすことが
できないでいるのかと疑問を投げかけた。その疑
問は知的好奇心となって自らの疑問に答えを出す
かのようにナイチンゲールは行動した。そして，
行動するたびに新しい課題に直面した。
　向学心の強かったナイチンゲールの知識はこの
頃，当時の女性たちあるいは男性たちをも遥かに
上回るものであったことが伺える。特にギリシャ
についてのナイチンゲールの洞察力は素晴らしい
ものがあったらしい。オックスフォード大学92）

のギリシャ語教授ベンジャミン・ジョウエット93）

がプラトン94）の『対話集』を改訳する際に，ナ
イチンゲールに手助けを依頼したことや，神秘主
義95）とプラトンのイデア論96）との合体論の正当
性等について，ナイチンゲールとジョウエットが
語り合ったと『フローレンス・ナイチンゲールの
生涯』には述べられている97）。ジョウエットが
1871年に公開した『対話集』はナイチンゲールの
注釈を多く取り入れたとされる98）。神秘主義とプ
ラトン主義の影響を受けたとされるのがトマス・
アーノルド99）とサミュエル・コールリッジ100）で
ある。アーノルドは19世紀イギリスの宗教改革を
二分する人物であり，ストレイチーの『ヴィクト
リア朝時代の偉人たち』の４人のうちの一人であ
る。コールリッジは人間の経験を，理性と悟性，
意志と自然，主観的真理と客観的真理という三つ
の対の概念で理解しようとした101）。彼らは19世
紀初頭のイングランド思想界に多大な影響を与え
た人たちである。勉強熱心であったナイチンゲー
ルもまた，彼らの哲学に学び，ジョウエットとの
語りあいの中から多くを学んだことであろう。し
かし，後年，ナイチンゲールは見習い生達に自分

の無学と愚かさとを毎日毎日感じている102）と述
べている。

■　ナイチンゲールの宗教的感化

　ナイチンゲールの家庭は基本的にはユニテリア
ンに属していた。ナイチンゲールの宗教観につい
ては『ナイチンゲールの宗教観に関する若干の考
察－友人アーサー・ヒュー・クラフとの関わりを
てがかりに－（その１・２）』103）で論じたように，
彼女の立場はカソリックであるとか，プロテスタ
ントであるとか，イギリス国教会であるとかでは
なく，キリストの教え，即ち，『聖書』を原点と
して学ぼうとする考え方であった。ナイチンゲー
ルの友人であり，彼女の従姉妹ブランチと結婚し
たアーサー・ヒュー・クラフ104）も宗教上の問題
では多くの疑問を抱いていた。ナイチンゲールに
とって当初，問題であったのは少なくても宗教に
おける男女の解釈であり，彼女の将来の選択に大
きく影を落としそうな問題であった。いかに『聖
書』が解釈されようとも広義にはキリスト教の範
疇である。ヨーロッパの多くの国がキリスト教国
であり，伝統的にはキリスト教の教義が慣習とし
て受けいれられていた。ナイチンゲールの望んだ
理想的生活，それはキリストの教えを実践する神
の僕としての生き方であった。これは彼女の著作
『看護覚え書（Note on Nursing）』105），『女性によ
る陸軍病院の看護』106），『カイゼルスウェルト学
園』107）等が，宗教的な概念に満ち溢れている事か
らも，彼女がキリスト教の影響をかなり強く受け
ていることは明らかである。
　ナイチンゲール関係伝記本によれば，ナイチン
ゲールは極めて早い時期から神の啓示を受けたと
記されている。ナイチンゲールは生地イタリアを
深く愛し，長じてからも度々，家族と共にイタリ
アに旅をした。その生涯史にはイタリアの解放運
動に熱狂的な関心を示した様子が示されている。
そしてイタリアへの感心は自己の宗教観にも影
響を与えるようになる。ナイチンゲール家は家
系的にはユニテリアンの家庭であったが，ナイ
チンゲールは実践的にはイギリス国教会に属し
ていた108）。しかし，彼女はイタリアを中心に広まっ
たローマン・カソリック（Ro・man Catholic）に
も関心を示し，当時のイギリス社会におけるキリ
スト教の解釈に疑問を感じたりもした。1846年，
ナイチンゲールがモール夫人に宛てた手紙には
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「天地創造の物語を主題とする古いイタリアの絵
画は，見えざるものが最上階に君臨していたもう
ことを明らかにしています。その背景の上方には
永遠の父なる神の影がおぼろに映っており，はる
か下方に人間どもが住んでいるのです。でも人間
は下方にいながら最上階とつながりを持っていま
す。」109）と述べ，見えざる王国が見える王国と自
由に交流していることを語る類の本が好きである
と述べている。天界との交流ができるとして神秘
主義的な立場から多くの著作を書いたのはイマヌ
エル・スエデンボルグ110）である。彼は『天界と
地獄』111）あるいは『結婚愛』112）など多数の著作を
著した神秘主義者である。彼は天界に行くことが
でき，天使たちと語ることができ，霊界のことや
霊魂について語ることができ，内なる魂も含め，
全ての事象について示すことができる人物であっ
た。「美しく穢れのない器（内なる自己）には神
が宿り，神が語りかけるとしてスエデンボルグの
器はきれいであった」113）とナイチンゲールは述
べ，キリストの教えに忠実であろうとするナイチ
ンゲールは信仰こそが魂の真の目であり，耳であ
る114）と述べた。ナイチンゲールは古いイタリア
の絵画から不思議で幻想的な世界を感じ取り，著
作から目には見えない神秘的な信仰の世界を感じ
取ったのであろう。彼女は本当に見る目を与えら
れるとき，神はすぐ身近におり，失われたと思う
ものもすぐそばに存在しているのだから，神の身
元に行く必要もないのだと感じた。これはナイチ
ンゲール自身が日常生活で感じていた心の揺れや
宗教に関する心の揺れの中で，神の存在を感じた
瞬間であり，日常生活の様々な現象が神との一体
感の中で生まれるものであると感じた時でもあっ
たろう。彼女の導き出した結論は，真実の目は真
理の探究につながることであった。それはまた，
当時の宗教に対する社会の認識を否定し，キリス
ト教を受けいれながらも，彼女独特の宗教観を生
み出す契機にもなったであろう。この宗教観は各
宗派を越えたものであり，キリスト教の原典を聖
書に求め，聖書に学ぼうとする考え方である。多
感なナイチンゲールに影響を与えた人々，それ
は彼女自身が求めた交遊関係，つまり，スチレ
イチーが『ヴィクトリア朝時代の偉人たち』で
筆頭に掲げた人物であるヘンリー・エドワー
ド・マニング115）大司教や，フランス修道女会の
バーモンゼイ116）修道院長等の様な人物との交流
が彼女の宗教観に大きく影響を与えたのであろ

う。ナイチンゲールの宗教に関する考察は後に『思
索の示唆』117）にまとめられたが，後にストレイ
チーに酷評された118）。

■　イギリス労働者階級の実態

　イギリスにおける産業革命は，イギリス社会の
文明化に貢献したが，他方，豊かな資本家と貧乏
な労働者との差を著しくした。そして資本主義社
会における工場への機械の導入は，多くの子供や
婦人達をその労働従事者として組み入れ，病んだ
部分をも大きく表面化させた。イギリス第一の
ニュー・ラナーク紡績工場の総支配人であった
オーウェンは，自己の工場経営の傍ら，労働者の
状態改善に努めていた。彼は1816年に働く母親の
為に工場内に保育施設を設けた。そして１～６歳
の子を収容して，ジョハン・ヘンリック・ペスタ
ロッチー 119）の教育精神によって幼児教育を開始
した。オーウェンは“工場法”の成立にも奔走し
た人物である。彼は，社会の正しい目的は，人間
の肉体的・道徳的・知的な性格の改善にある120）

と考えていた。その性格改善は経験する苦痛を最
小に，よろこびを最大にするのが最も良い方法で
行うべきであった。しかし，彼の見解では社会の
現在の仕組みはそのようにはなっていないし，労
働者たちは将来の見通しもなく，不健康で気の進
まない労働に従事しながら，生活必需品のほとん
どが入手できない状況にあった。
　オーウェンの思想はサン・シモン121），シャルル・
フーリエ122）等と共に空想的社会主義123）と呼ばれ，
マルクス主義思想の原点となっている。オーウェン
を継承している者はオーウェン主義者と呼ばれ，
当時はジャイコブ・ホリオーク124）等が代表的で
あった。ナイチンゲールも実際，1850年の時点で
このホリオークを友人に持ち，労働者階級の人達
と接触を持っていた。『フローレンス・ナイチン
ゲールの生涯』には，1852年の一年中ロンドン市
内に出没する“謎の貴婦人”125）というのが実は，
ナイチンゲールであったと書かれている。
　ナイチンゲールが20歳になった1840年は，彼女
にとってその生涯の意志決定の年であったといっ
ても過言でない。それはナイチンゲール家の隣人
であるパーマストン卿宅に招かれた時，同時に招
かれていたアシュレイ卿から，貧しい人々の状況
を改善・改良をするために自分の全生涯をかけて
いることを聞いたことによる。アシュレイ卿とい
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う人は炭鉱に調査団を送り，1842年に“炭鉱法”
を成立させた事でも有名である。1833年に人道主
義的な見地から児童の長時間労働を制限している
が，1847年に成立した“10時間労働法案”は婦人
にもその枠が拡大された。1844年にアシュレイ卿
の“10時間工場法案”に付いての下院での演説は，
カール・マルクス126）の『資本論』にも引用され
ている。1867年に著した『資本論』の中でマルク
スは，機械が従来必要としていた筋力を不要にし，
代わりに機械は筋力のない労働者，即ち，婦人お
よび児童をその筋力労働の代用物にし，たちまち，
性や年齢の区別なく資本者側の直接的統治に編入
させた127）と述べた。機械の導入は安易な労働力
を生み出す結果となり，女性のみならず幼児まで
が労働者として工場に駆り出されたのである。そ
の上，この労働は機械を休ませない為に昼間労働，
夜間労働の交替制を取っていたから，12時間から
18時間という長時間の労働が課せられ，労働者達
は“白色奴隷”と命名される程の状況下で，事実
上，死ぬまで働かされた。過度の労働に加え，工
場の内部は換気が悪く日もささず，食事も満足で
なくほとんどのものが栄養失調となり，多くの者
が健康を害した。公衆の場としての職場環境の悪
さ，個人の健康面での体力の低下は，猛威を振るっ
て暴れ回る伝染病に対し無抵抗であった。そして，
この状況を改善しようと考える者は存在したが，事
があまりにも重大かつ複雑な様相を呈しているだけ
に，実際に改革に着手する者はいなかった。ナイチ
ンゲールは後年著した『看護覚え書』に ,労働者の
現実も含めた人々の健康問題を多角的に論じた。
　労働者の状況改善については，為政者のみなら
ずマルクスやフリードリッヒ・エンゲルス128）等
の様な社会主義者によっても指摘され，経済的・
教育的な側面から改革がなされようとしていた。
エンゲルスは1844年に『イギリスにおける労働社
階級の状態』129）を自己の観察に基づいて綿密に書
いている。彼は一部の貪欲な資本家のあくなき利
潤追及のために，いかに労働者が過酷な状況に置
かれていたかを，多くのケースを紹介しながら分
析を加え，辛辣に批判した。彼等の住まう住居の
劣悪さ，貰っている賃金の低さ，着替える服もな
く，汚れた体を洗う水もなく，食べ物を買うに十
分なお金もなく，一度たりとも満腹感を感じるほ
ど食べたこともなく，子供達は十分に保護もされ
ないで栄養障害で成長障害を起こし，骨は曲り，
病死や事故死で死亡する事が多かった。エンゲル

スは「イギリスの大都市ほど多くの子供が車に轢
かれたり，馬蹄で蹴り上げられたりするところは
ないし，又，溺死したり，焼死したりするところ
はない。」130）と述べている。さらにディケンズ131）

も救貧院の惨い取り扱いに対し『オリバー・ツイ
スト』132）で痛烈に批判した。
　ナイチンゲールが貧しい人々に対する問題に関
心を持った事を知ったアシュレイ卿は，後にナイ
チンゲールに労働階級の状況を調査した政府報告
書と病院に関する報告書を手渡した。この報告書
に目を通したナイチンゲールは，自分も何か社会
で役に立つことはないかと考えるようになってい
た。貧民救済に関する運動は博愛主義運動として
知られているが，この運動は産業革命の落とし子
的性格を持っていた。つまり，一方の繁栄に比較
して他方の経済的な破綻は都市をスラム化し，暴
力や犯罪の温床ともなった。こうした人々を救済
しようとして宗教家を中心として始まったのが博
愛主義運動である。この運動はナイチンゲール家
が属する上流社会のみならず，政治家や文化人達
の関心事でもあった。ナイチンゲールは当時のイ
ギリス政界達の大物政治家達と交流することに
よって，次第に自分の理想とした生き方が，通常
の伝統的な上流社会の婦人としての生き方とは違
う方向に傾き，そして，その気持ちが次第に高まっ
て行くのを感じていた。

■　 ヨーロッパにおける伝統的な女性の生き方と義務

　自然（神）は女性に生む機能を与えた。男女が
結婚することによって新しい生命が誕生し“種の
保存”が保たれる。こうした生物学的な考えから
でなくても対立する二つの因子，即ち“男”と“女”
の二組しか存在しない世界の中で女性達は，自然
が彼女たちに与えたその機能によって，その役割
を果たすのが務めであると考えられていた。つま
り，生物学的に言えば子宮という臓器は子供を宿
すための究極の機能であり，それは女性にしか授
けられていない。ゆえに女性は神から与えられた
その機能によって子供を宿し，子供を生み，子供
を育てるのが当然の役割であり，義務であると考
えられた。『旧約聖書』には「一人でいるのは良く
ない，彼のために相応しい助け手を送ろう。」133）と，
男性の肉体の一部である肋骨から女性を作ったの
だ。男性の一部である肋骨から作られた女性は男
性の一部分である。ゆえに，女性は男性に従属す
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るものとして考えられた。
　更に楽園追放の章では“禁断の林檎”を食べた
事から神の怒りに触れ，言いつけを守らなかった
一対の男女に罰が与えられる。「私はあなたの生
みの苦しみを増す，あなたは苦しんで子を生む，
それでもなおあなたは夫をしたい，彼はあなたを
治めるであろう」134）と書かれている。神が一対の
男女に与えたその罰が，男性には労働の苦しみ，
女性には生みの苦しみである。そして，男性を誘
惑する邪悪な女性から生まれた子供は，元来邪悪
な性質を持って生まれるという概念が通念であっ
た。これが一般にキリスト教における源罪主義の
思想として知られ，一方では“性悪説”とも言わ
れている。『新約聖書』になると「妻たるものよ，
主に仕えるように自分の夫に仕えなさい，夫も自
分の身体の一部のように妻を愛しなさい。」135）と
男女は相思相愛であるように説かれるが，男女間
の従属関係は同様である。
　キリスト教以前の『ギリシャ神話』の中にも女
性が邪悪であるという記述は見られる。例えば，
「この女のお陰で，数限りない悪疫や災禍が世に
横行し，人間を夜となく昼となく襲って，一時の
憩いも与えないようになってしまった。」136）とい
う記述や「あの恐ろしい女の種族，死すべき人間
のやからの間に住んで，大いなる災いを彼等にも
たらし，おぞましい貧困においては道連れになら
ず，富と充足においてだけ連れ添う。そして働き蜂
の雄蜂が一日中せっせと蓄えた蜜を，巣に怠けてい
て腹一杯に食う。その雌蜂と同様な女を，人間ども
の災いとして，ゼウスは遺りこされたのだ」137）とい
う文章である。神話の世界における女性に対する評
価の低さは，当時の女性観を表しており，女性の尊
厳は認められていなかったことを示している138）。
　『聖書』における男女の従属関係および男女の
役割はその後，何者も動かし難い律法として社会
に君臨した。その為，女性は家の中での役割以外
には何もできないと考えられた。キリスト教社会
では女性に教育を与えると男性のいう事を聞かな
くなるから，女性に教育をする必要はないという
のが長い間の社会の通念となった。ノルベルト・
エリアスの『文明化の過程』139）によれば，ヨーロッ
パにおける宮廷生活の中で，騎士道における“礼
節”から“礼儀作法”への教育の転換が1500年代
に行われている。イギリスの市民革命に大きな影
響を与えたロックは哲学者でもあり，医師でも
あった。ロックの主張「健全なる肉体における健

全なる精神」140）は子供の健全育成の主要概念であ
る。ロックの思想はギリシャ時代の思想を取り入
れたものであるが，我々の意識の背後に実態的な
魂というものがあるとする信仰をすなおに許容し
た141）。ロックはオリンピア時代の強健な肉体づ
くりを思想的根拠におき，ギリシャ哲学を導入，
理性の教育を主張したのである。この主張以降，
キリスト教中心であった思想の流れが大きく変わ
り，教育のルネッサンスを迎えたと言われたほど
であった。しかし，ロックの主張した教育も，基
本的にはイギリス上流社会の紳士達のために書か
れたものであり，女性に関しては教育の必要性は
説いていない。作法から礼節，そして子供の健全
育成から女子教育へと時代は変わりつつあった。
紳士教育，すなわち，男子の教育が主流のヨーロッ
パで，フランソワ・ド・サンニャック・ド・ラ・
モード・フェヌロン142）によって新しい女子教育
論が主張された。
　フェヌロンはフランスの聖職者作家であり，
1681年に『女子教育論』143）を著した。その中で彼
は当時優勢であったキリスト教の思想，男女の従
属といった規定概念の中で，女性に知的探求心を
授ければその夫に理屈を捏ねる事のみを覚え，夫
に従うことができなくなるから，女性に教育を授
ける必要はないという従来の考え方を否定し，子
供を育てる女性こそ教育されるべきであると主張
した。彼は新カトリックの長としてプロテスタン
トの子女をカトリックに改宗する事，また既に改
宗した子女達を再教育する事を任務としていた。
フェヌロンは「女の子の教育ほどなおざりにされ
ているものは何一つない。そこでは慣習と母親の
きまぐれとがしばしば全てを決定している」144）と
述べ，女子教育の必要性を説いた。女子教育は当
時無知な母親による教育か，あるいは修道院に預
けて教育を受けるかのいずれかであったようだ。
フェヌロンは，女性は普通男性より一段と柔弱な
精神を持っており，その精神と同様，彼女達の身
体もまた，男性のそれほど強壮でもなければ，頑
健でもない。けれでも，その埋め合わせとして，
自然は，彼女達に器用さ，清潔さ，倹約さをわけ
まえとしてあたえた。これは，女性達が家庭内で
静かに仕事をするためである145）と述べ，軟弱な
女性達は，男達と同様に戦場にでる必要もなけれ
ば，工場において労働をする必要もなく，ただ家
庭内で家事を切り盛りするのに相応しくできてい
ると述べた。
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　このフェヌロンの教育論が本格的な良妻賢母主
義教育の発端であると考えられている。フランス
では，国王ルイ14世146）の，内密の無冠の王妃と
いわれたマルキュイズ・マントノン147）が，フェ
ヌロンの影響を受け，上流社会の娘達に教育を開
始した。イギリスでは，フェヌロンの女子教育論
をハンナ・モア148）が実践した。彼女の教育は福
音主義の立場であり，極めて厳格なものであっ
た。福音主義とは『聖書』の教えを忠実に実践し
ようとする立場である。彼らの思想は宗教的拘束
を受けいれ，公共の精神が持てるよう，上流階級
は富や権力への欲望を捨て，下層階級は貧困で
あってもそれは神から与えられた試練であるとし
て甘受し，それぞれの地位に満足せよ。そうすれ
ば社会の道徳が向上するとの考えであった。イギ
リスでは慈善学校や日曜学校という形で教育がな
され，主として良き家庭人となる，つまり，良妻
賢母主義が女子教育の主流となった。ナイチン
ゲールの時代には，父親によって娘の結婚相手が
決まり，好むと好まざるに拘らず女性は結婚する
ものと決められた。
　18世紀後半，ロックの理性教育論を女性にも適
用しようとしたメアリ・ウルストンクラーフト149）

は，女性に対して教育を与え，精神的にも経済的
に自立させる事が女性の悲惨な状況を克服する事
に繋がると考えていた。19世紀には，ハリエット・
マーティノウ150），ハリエット・テーラー 151）や
シャーロッテ・ブロンテ152）の様な女性文筆家達
は女性の権利を主張しはじめた。彼女たちに加え，
イギリス人でありながら，アメリカで初の女性登
録医となったエリザベス・ブラックウエル153）な
どの極少数の女性達以外には，権利に関して男女
間に差異があることに気づいていなかった。ナイ
チンゲールが，当時の女性達と同じようには生き
られないという考えを持ったのは極めて早い時期
であった。が，明確な形で看護師になろうと考え，
意志表出をしたのは1841年であった。ナイチン
ゲールが看護師になりたいことを家族に打ち明け
て以来，家族との対立は激しかった。なにしろこ
の当時，看護師と言えば“売春婦”と同じような
意味にとらえられていたのである。上流社会の当
たり前の常識を持つ家族との対立はひどく，彼女
はいろいろな方法で，家族との合意点を見つけ出
そうと苦しんだ。

■　ナイチンゲール自身が経験したイギリス社会

【女性には自己決定権がない】
　今日女性のライフスタイルも変わりつつある。
自分らしく生きる事，これは誰にも与えられた権
利である。その“らしさ”の持つ意味も，多くが
個人の価値観で決まるものであり，それが集合的
には社会的に認識された価値観となる。
　ナイチンゲールが一人の人間として目覚め，ど
のように生きたらよいのかに悩み，自己の信念を
貫きたいと考えた時，上流社会の慣習と伝統的な
性役割は大きな壁であった。ヨーロッパにおける
伝統的な社会規範によれば，女性は家庭内にとど
まるべきであった。そして長い間，受けいれられ
てきた家庭内における女性の役割は強固なもので
あった。ナイチンゲールは自分の知性を活用して
働きたかった。幸福の概念は個々に違う。誰もが
良い住居に住み，良い服を着，良いものを食べた
いと願う心境同様，当時の子女たちも今の自分よ
りできるだけ良くなりたいと願っていたであろ
う。ナイチンゲールが恵まれた環境を否定し，女
性の伝統的役割を否定し，しかも労働者階級のよ
うに働きたい，しかも看護師などという呪われた
仕事を選ぶなどという事は，家族にしてみれば理
解しがたい考えであった。その為，家族との対立
はひどく，いろいろな方法で合意点を見出そうと
ナイチンゲールは苦しんだ。そして反発もした。
憧れや希望，当て外れや失望などは全て手帳のな
かに注ぎ込まれた。個人に与えるストレスはその
強さと期間によって本人の心に大きな打撃を与え
る。長期間にわたる家族の執拗な反対はナイチン
ゲールの神経をすっかり磨り減らしてしまった。
彼女はベッドに伏せる事が多くなった。
　ナイチンゲールの繊細な神経と洞察力は鋭く女
性達を観察した。女性達が貧しい生き物になって
いると指摘し，母親達に目覚めよと呼びかけた。
それは男性に従属する人生ではなく，自分の為に
生きる人生であり，精神的，経済的に自立した女
性になることである。ナイチンゲールが求めて止
まなかった理想的な生活，それは自分の理想を追
及する事であり，自己実現である。その理想とい
うのは無為に生きている女性達を有徳にすること
であった。更に，自分と同じ様に精神的危機に陥っ
ているかも知れない他の女性達を救済する事でも
あった。それは従来のキリスト教の教儀であった
男女観の役割を打ち破るものでもあった。彼女の
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考えの中に“神への奉仕”が基本的にあった。そ
の奉仕のあり方は神の僕として看護活動に邁進す
ることであった。そしてその信念を貫くことこそ
が神との精神的な結合であって，最も崇高なもの
であった。
　ナイチンゲールは『見習い生への書簡』の中で，
“寄生生物”について触れている。彼女は「私た
ちは，植物や動物で，他者に寄生して生活し，自
分の植物のために自分で働かないで，そのうち退
化して行く“寄生生物”がどんなものであるか知っ
ています。」154）と述べ，こうした寄生虫のような
人間にならないようにしようと忠告している。貴
族階級の寄生虫のような生き方は『ヴィクトリア
女王』にも記述されているが，自分で働くことを
しないで，力のあるものに頼って寄生する。その
ことで生きながらえている寄生生物は，その寄生
した相手が死滅することによって自分も死滅する
のである。ナイチンゲールには伝統的な女性の生
き方，即ち，男性に依存して生きている女性達も
この“寄生生活者”の範疇に入ったのである。ナ
イチンゲールにすれば，男性との結婚によって生
活の基盤を持つ女性の生き方は，ある意味では寄
生生物に似たような生き方に思えたのかもしれな
い。これは単に貴族階級の生き方に対する批判で
あるのみならず，男性に頼って生きている女性の
生き方をも批判したと言えるであろう。ナイチン
ゲールの考えでは，勤労の精神こそが自己を守る
唯一の手段であり，崇高なのであった。上流社会
の多くは労働者の血と汗の結晶を吸い上げて華美
な生活をしている。ところが労働者階級の，特に
女性たちには生存のための過酷な現実があった。
ナイチンゲールによれば，勤労の精神こそが自立
の精神に繋がり，経済的安定に繋がるのであった。
　ルソーが著『社会契約論』155）で述べたがごとく，
個人は自由をもちながら，その社会では目には見
えない鎖で結ばれていると認識できるとしたら，
それは人として社会で活動する全ての男女に与え
られた課題であると認識できる。そうした認識を
したナイチンゲールが自己の目的にしたがって自
己実現を目指したが，ナイチンゲールのこの考え
はおいそれとは受けいれてもらえなかった。無力
な弱者として男性に支配，あるいは保護される代
わりに，自分の人生に決定権を持たない女性の生
き方は，ナイチンゲールのような知的な女性に
とって苦痛以外の何ものでもなく，美徳とはほど
遠い状況にあった。ナイチンゲールは「いったい

何の為に，他人の目，他人の勝手な期待，他人の
意見などに悩まされる必要があるのでしょうか。
自分のやりたいことをやらないで，他人から言わ
れるままに生きた人で，優れたこと，有用なこと
を成し遂げた人は，いまだかつて誰もいないので
す。」156）と述べた。家族の執拗な反対にあったナ
イチンゲールは，1847年には神経衰弱になってし
まい，とうとう自己の世界へ引きこもってしまっ
た。この頃に書かれたのが『カサンドラ』である。

【女性は家庭内の白色奴隷】
　ナイチンゲールは『カンサドラ』で痛烈に家庭
生活を非難した。カサンドラはナイチンゲールが
1849年にエジプト旅行をした際に，エジプトの歴
史や宗教を研究した際に知り得た召使の女の名前
である。『ギリシャ神話』によれば，カサンドラ
はトロイ国の王女である。『ギリシャ神話』には
トロイ戦争の際に敵に捕えられ，奴隷になったカ
サンドラ王女の一件が記述されている。美しいト
ロイ国の王女，カサンドラ姫に恋をしたアポロン
は王女に数々の贈り物をした。その贈り物の中に
未来を予見する能力があった。しかしながら，カ
サンドラ王女はアポロンの愛を拒否してしまった
のである。怒ったアポロンはカサンドラ王女から
贈り物を取り返そうとするが，神々の掟でそれは
できない。そこでアポロンは，カサンドラ王女周
囲の者の耳を塞いでしまい，カサンドラ王女の言
うことが聞こえないようにしてしまったのであ
る。有名なトロイ戦争では，場外に置き去りにさ
れたギリシャ軍の置物について，カサンドラ王女
はその置物の危険性を予見し，城内にいれてはな
らないと強く進言した。しかし，アポロンによっ
てカサンドラ王女の言うことが聞こえなくなって
いる者達は，誰も聞き入れてくれない。そこで，
トロイ軍は城壁の門を開け，置物を城内に引き入
れてしまう。結果，トロイ軍は一夜のうちにギリ
シャ軍に負けてしまったのである。その後，カサ
ンドラ王女は奴隷としてギリシャ軍に連れて行か
れ，辛酸をなめるという物語である。
  奴隷になったカサンドラ王女と自身を重ね合わ
せたナイチンゲールは，著作の序言に「およそ，
人はだれでも寄る辺なく野に人生の辛酸をなめな
がら，一人さ迷う事が良くあります。そのような
人はもっと住み良い世界を求めて避難したい衝動
に駆られる事でしょう。しかし恐らく，もしこの
世から，未熟なままで身を引いたりすると再び苦
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しみとおさねばならないことになります。未熟な
ままで生まれる事は新しい生命を生き続ける力を
十分にもちませんし，その新しい生命は再びやり
直しをしなければならなくなるからです。」157）と
述べ，「女性は知性，倫理的行動，情熱という３
つの徳を兼ね備えていながら，なぜ社会において
その３つのうちどの一つもいかせられるような場
所を見つけられないのでしょうか？」158）と述べ
た。今風に言うならば“早すぎた目覚め”である。
女性というより，人として目覚めたナイチンゲー
ルが，自己実現のできにくい状況に置かれている
ことに気づいたのである。ナイチンゲールの主張
に誰も耳を傾けてくれないという状況は，神話の
世界におけるカサンドラ王女と同じであった。『カ
サンドラ』でのナイチンゲールは宗教的な概念を
強く強調しながらも，“伝統的な社会”の冷酷な
現実の中で，伝統的な規制に女性が服従している
無意味な生活を繰り返し述べ，女性が自己の生活
も調整できないで，心霊的にも精神的にも貧弱な
生き物になっていると指摘した。そして，女性た
ちは「家庭内の白色奴隷」159）であると述べた。
　特にナイチンゲールが最も言いたかった社会へ
の告発，それは男女間における時間の使い方の相
違についてであった。この後も何かにつけて“相
違”はナイチンゲールの主要な課題であった。ナ
イチンゲールは「男性の時間は女性の時間よりも
貴重なのですか？それとも男性と女性との相違
は，女性が何もする事はないと自ら認めているこ
となのですか？」160）と述べている。ナイチンゲー
ルは更に女性の仕事に関して「女性には“子供に
乳をやる”事を除いては，邪魔をしてはならない
ほどに重要な仕事があるはずはないと思われてい
ます。」161）とも述べた。ナイチンゲールは女性達
がこれを受けいれてきたと述べ，社会が女性の知
性を浪費していると激しく告発したのである。男
性にとっても女性にとっても，家庭は不滅の精神
の発展する場としては狭すぎるのです。その小さ
な範囲では，不滅の精神を持った人が，創造主か
ら授かった資質や才能によって運命づけられてい
る仕事を行う機会は万に一つもないのです162）。
家庭は創造主から授かった能力を使う場ではな
く，天職として神が授けたその能力を使う機会も
ないと家庭生活を非難しながら，ナイチンゲール
は現時点において女性の知性は満足できないもの
であると告発し，幼児期にそうした強制不能な精
神が形成されると言及した。

　1850年12月30日付けの『Private Note』に，「お
お，倦怠の日々よ，何時，はてるとも知れぬ夕暮
れよ。いかに長い歳月，私はあの客間の時計を見
つめては，あの針は決して十時にはならないとい
う気がしていたことだろう。そして，この先，20
年も，30年も同じ思いで過ごす事であろう。31歳に
なって，私に望ましいものはただ死あるのみ。」163）

とナイチンゲールは書いた。いつまでも進まない
時計の針，永遠に続くであろう恐怖，いやそれ以
上にもっと多くの時間を何もしないで過ごすかも
知れない恐怖，絶え難い義務，そうした毎日は死
ぬ事より苦痛だったろう。この頃のナイチンゲー
ルは，ギリシャ神話における悲劇的な王女カサン
ドラと同様であり，精神的危機状況は最大であっ
たと思われる。ナイチンゲールは「自由よ，自由
よ，おお，神がみしい自由よ，ついにやってきた
のですね，この日の来るのをどんなに待った事
か！おー！美しい死よ！」164）と死に対して憧れの
ような期待感を持つようになった。
　子どものころに見たイタリアの壁画のように，
人間の背後にある神の御許に通ずる道，その道が
今，開かれようとしていたのか，ナイチンゲール
にとってそれは最も望んでいた瞬間であったの
か，その高ぶった精神の落ち着きが彼女の来るべ
き道を示したのか。死を待つほどの精神状態のな
かでも，ナイチンゲールは自己をみつめ，感情を
整理し，精神の統一を図っていった。そしてイギ
リスの女性たちに「目覚めなさい，母親達よ，眠っ
ている母親達よ，目覚めなさい。」165）と呼びかけ
ながら，当時の無知蒙昧な女性たちを啓蒙しよう
とした。女性にとって家庭だけがその活動の場所
ではないと訴え，女性も１人の人間として夢や希
望をもって生きていく必要があると主張した。又，
ナイチンゲールは『新約聖書』における“神の下
での平等”思想から「イエス・キリストは女性を
哀れまれて，単なる奴隷，単なる男性の情熱の僕
としての地位から引き上げられて主の僕とされた
のです。」166）と述べ，キリストが女性を男性に従
属するという位置づけから解放され，男性同様，
創造主の僕になさったと述べている。ナイチン
ゲールの考えでは男女間には従属関係は存在しな
いのであった。女性が神の直接の僕であるならば，
神が求める仕事を女性も行っていいはずである。
神が求める仕事とはいったい何？それは人のために
役立つ仕事であり，社会に奉仕することであった。
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【尊敬に値しない結婚生活】
　結婚生活の内容や形態もそれぞれ歴史的背景が
あり，その流れの中で変化してきた。結婚は神が
許した善である167）であるがしかし，その善は夫
婦の肉体的結合が子供を産み育てるという目的の
手段として，あるいは，夫又は妻の欲情が罪を生
み出すのを阻止する手段としての価値しか持たな
いがゆえに下位の善である。しかし，そこに霊的
結合があれば，それは上位の善であるという考え
はキリスト教的考え方である。男女が互いに愛し
合うこと，つまり，それは精神的な結びつきによ
ることが多い。しかしながら，それが家族制度の
中では，結婚は家族を維持する一つの方法でも
あった。また，他方，互いの物質的満足のためで
あるということもある。
　1839年，オーウェンは『結婚・宗教・私有財産』
で，「愛情などは決してなかったか，また，愛情
が当分はあったかもしれないが失われてしまった
ような両親の子孫，富や地位のため行われた人為
的な結婚，また，この国の僧侶によって最も非合
理的につくりあげられ，富裕な人々以外は解消不
可能な結婚の結果生まれたものであります。この
不自然な方法によって生まれた子どもたちは，合
法的と呼ばれるかも知れないが，両親間の愛情や
純潔の欠乏のゆえに，心身ともに病みかつ不完全
であります。」168）と述べた。彼の，子ども達の性
格形成論に関する限り，それは当時の社会がもた
らす弊害であり，特に不自然な形の結婚が無知，
貧困，悪徳，犯罪などの悲惨さの温床であると考
えた。ナイチンゲールが看護師になって人々の役
に立ちたいと考えて家族にその意志を打ち明けた
のは1840年のことであった。家庭生活を非難しな
がらナイチンゲールは，結婚に対して，「男性と
女性との意志疎通結婚，それはなんと軽々しくて，
また尊敬に値しないことでしょう。結婚を真の女
性の天職，女性の素晴らしい仕事だと呼べるで
しょうか。」169）と述べている。彼女はカサンドラ
がアポロンの求愛を拒んだがごとく，結婚生活に
は全く関心を持っていなかったのか。という前に
それのみが女性の生きる道であると考えられてい
ることに侮蔑の感情さえ持っている。
　ナイチンゲールは婚約するということは自尊
心を全て捨ててしまわなければできないことで
ある170）とも述べ，それは恋人たちの間で想いの
ままに話し合うことができないからであるとも述
べている。彼女によれば，結婚するにはその前に

お互いを知るために十分な対話が必要であった。
しかし，父親によって結婚相手が決まってしまう
状況では，それは困難なことであった。そして当
時，女の子が男性に対し話しかけるなんていうこ
とは，礼儀に反する行為であった。だから，結婚
にいたる道筋について当時は４つの方法しかな
かった。ナイチンゲールによれば結婚にいたる道
筋の第一は幼なじみであり，その例はいとこ同士
が最も多いと述べている。いとこ同士の結婚は近
親結婚であり，実際問題として狂気，種族の退化，
身体の欠陥，などが生み出される。これは自然界
の種族保持のための法則に直接的に遺背すること
であるとの認識がナイチンゲールにはあった。実
例を示しながら，ナイチンゲールはそれらが近親
結婚の結果であるとして，慎まなければならない
問題であると断言する。そうした例が実際，クェー
カー教徒，スペイン大公，王室の人々，人里はな
れた山間の人々などの間に存在していた。特に
クェーカー教徒の特殊の神がかり的体験は，その
人にとっての特別な神の啓示である。しかし，そ
の実体験は，実社会にそぐわないものがあったら
しく，その宗教的世界観の中で心がさまよい，狂
人を生み出しやすい状況にあったのであろう。図
らずもイギリスでは，同じくクェーカー教徒のウ
イリアム・テューク171）によって，1796年に初め
て精神病者のための施設，ヨーク・リトリートが
創設されている。彼の施設は田園の施設であり，
戸外での鍛錬・規則的な散歩・農園での畑仕事とい
う治療法であり，常に有効な効果をあげていた172）。
　第二に男性が女性を好きになったなら，女性が
それを受けいれること，そこには女性の意思はな
い。第三に誰かが勝手に誰かと知り合うことに意
義があると考えた場合である。例としてナイチン
ゲールは，ルイ14世とスペイン王女の結婚を挙げ
ている。これらは仮面の夫婦であり，彼らが決し
て夫婦ではなかったとも述べている。最後に挙げ
られたのは小説のような恋愛であった。最後は
めったにないがと前置きしながら，ナイチンゲー
ルは少女が自尊心を持っていなかったら，家族が
いないところで，言いたいことがあるのに，それ
はできなくて，「偶然に束縛を離れて自由に話し
合うことができたなら」173）と述べている。ナイチ
ンゲールは情熱という意味では男性同様，女性に
もあるのに・・・・，結婚は女性の人生にとって
唯一の最大の出来事なのに，相手に聞きたいこと
があっても聞けないで，恋愛に陥ることもめった
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にしない174）とも述べている。上流社会のたしな
みという点では，女性から男性に何かを聞くとい
うことはできない現実があったものと考えられ
る。経験主義者であったナイチンゲール自身，実
は聞きたい，あるいは確かめて見たい男性がいた
のに聞けなかった経験をしたのでなかったろう
か。ナイチンゲールによれば，結婚はまさに宝く
じのようなものであった。
　ヨーロッパにおける結婚は“種の保存”が目的
であり，女性の役割は子供を産むこと，即ち，“種
の保存”のための道具であった。『旧約聖書』に
よれば人間は神の創造物であった。19世紀中庸，
ダーウィンに代表される科学主義の時代にあって
も，種の保存は必然であった。シモーヌ・ド・ボー
ボワール175）は著作『第二の性』で，女性の歴史
を多彩な文献を引用して述べている。この著作の
中で証明されている女性の状況は決して生易しい
ものではない。愛が結婚に先行し，その結果，子
供が生まれるというのではなく，男女間の相互信
頼がないままに結婚が成立した。ボーボワールが，
「女性に与えられる蔑視と母親に与えられる尊
敬」176）と述べたように，同じ女性でありながらこ
の矛盾に満ちた評価も，多くの女性たちにとって
我慢がならないことであったかも知れない。しか
し，好むと好まざるに関わらず，この役割を従順
に受けいれてきた女性たちが存在したと言うこと
であり，この現実を覆そうと考えた女性たちは少
なかったと思われる。
　ナイチンゲールのように精神的な結びつきを重
要視する女性にとって，そうでない結婚は尊敬に
値しなかったであろう。ナイチンゲールはまた，
自分の見える範囲内で，つまり，上流社会の夫人
達あるいは紳士達の中で，キリストが述べたよう
な愛ある夫婦生活を目撃しなかったのかも知れな
い。最も，この家庭における重要な教育者となる
べきモデルは両親である。ナイチンゲールが結婚
を軽々しくて尊敬に値しないと考えた背景には，
恐らく両親の生き方にも影響されたのではないだ
ろうか。ウーダムースミスの『フロレンス・ナイ
チンゲール』177）に明らかなように，ベンサム主義
者として国会議員を目指した父親，その夢が破れ
たとはいえ，政治家たちとの交友関係は続いてい
たであろう。その父親を支えつつも精力的に上流
夫人としての生き方と，娘たちに期待をかける母
親の立場は，娘達が権力を持った男性と結婚する
ことであったのかもしれない。しかしながら，父

親は学問好きの娘，ナイチンゲールに男性同様の
教育をした。父親の影響を受けて知的に成長した
ナイチンゲールは，小社会である家庭内の生活に
飽き足らなくなった。彼女は大きく羽ばたく運命
にあった。ナイチンゲールにとって，家同士の決定
で目的を同じくしない夫婦のあり方は，家庭生活の
あり方そのものが矛盾に満ちていたのであろう。
　ナイチンゲールの伝記にはその間に結婚を考え
た男性もいたが，生涯の仕事のためにこれを断っ
たと書かれている。しかし，彼，リチャード・モ
ンクトン・ミルンズ178）は，後のナイチンゲール
基金設立の際に大きな支援をしている。自分の生
活をトロイの王女“カサンドラ”にダブらせたナ
イチンゲールである。生涯の仕事のためにこれを
断ったという事もあろうが，恐らく，“カサンドラ”
がアポロンの求愛を受けいれられなかったのと同
様に，生来，男性を受けいれられない潔癖な性格
であったのかも知れない。「結婚とは性的共同体
である」179）と述べたのはイマヌエル・カント180）

である。カントによれば，ある人間が他の人間の
生殖器および性的能力についてなす相互的な使用
をすることが結婚であるということになる。カン
トに代表されるように，結婚が肉体の相互使用であ
るという考え方は，精神性を重要視するナイチン
ゲールにとってそれははなはだ許しがたいことで
あったろう。両性が一緒になること，それは人格的
なことであり，目的を同じくすることであった。
　イギリスにおける女子教育思想研究である『イ
ングランド女子教育史研究』には，アングロサク
ソンの女性達が処女を通すことは，女性とか男性
とかによって定義されず，また父権制的結婚の枠
の外にでることを意味しており，こうした禁欲主
義を通すことによって，女性は自らの女性として
の特質を超越し，男性的になることができた181）

と述べている。しかし，ナイチンゲール自身，男
性的であることは一部認めたにしても，彼女に
とって重要であったことは，決して男性的になり
たいと望んではいなかったということである。ナ
イチンゲールが女性の伝統的な生き方を否定した
ということは，それ事態，重要な側面を持ってい
るが，このナイチンゲールの言葉だけで彼女を結
婚したくない女性として，あるいは結婚を軽蔑し
ている女性，あるいは男性嫌いの女性と判断する
のは早計であろう。
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■　伝統的な女性の美徳を覆す

　女性の美徳とは何かと尋ねられた場合，特に一
致した見解があるとは考えられない。『広辞苑』
によれば美徳とは賞賛されるに相応しい徳である
とする。しからば，徳とは何かと聞かれれば人倫
の道ということになろう。つまり，女性の美徳と
は，社会が容認しかつ女性特有の有するべき資質
ということになる。そして，ヨーロッパにおける
伝統的な女性の美徳は，ウォルター・スコット182）

やジョージ・ゴードン・バイロン183）に象徴され
るような弱々しい女性像であった。彼らが示した
女性らしさというものは有閑，無為の中の美しさ
によって，さらには彼女の被護者の男性に愛ら
しくかしずくことによって示されねばならな
かった184）。それは，女性の美しさ，優雅さ，繊
細さ，などを具有し，男性が守ってやりたくなる
ような存在である。
　ジョン・デューイ185）は『民主主義と教育』に
おいて“徳”という事に対する考え方を示した。
それによれば「社会的に有効に参加させる能力を
発達させる教育は道徳的である。」186）と述べてい
る。ナイチンゲールが求めて止まなかったものは，
無為に生きている女性達に知性と道徳的な価値規
範と情熱を持った女性として蘇らせる事であっ
た。彼女の改革はその社会における女性の役割を
拡張し，有用性を示したのである。
　ナイチンゲールは後年，『アグネス・ジョーン
ズをしのんで』という著作を書いている。それは
アグネスという女性を通しての美徳論である。ア
グネスは救貧院の看護を実践し，病に倒れ死亡し
た看護師である。著作の中でナイチンゲールは，
アグネスをユーナに例え，ユーナとライオンの物
語をとても伝説には思えない187）と述べながら，
ここに血の通う肉体を持ったユーナが，ユーナと
彼女の貧民が，ライオンよりもはるかに馴らすの
がむずかしい貧民がいると述べた。そして，アグ
ネスが品位と機転でもって最後まで仕事を遂行す
る能力を有していたと述べ，看護の仕事に就くも
のは彼女同様，最高の厳しい務めに耐え忍ばなけ
ればならないと述べた。そこには厳しい務めに従
事する奉仕と犠牲的精神，忍耐という美徳があ
る。しかし，それらの美徳は単に女性のみという
ことではなく，男性にも必要な徳であり，特に労
働者には最も求められる徳である。
　ナイチンゲールが述べた伝説のユーナとライオ

ンの物語は恐らく，エドモンド・スペンサー 188）

の著作『妖精の女王』189）に登場するユーナ姫のこ
とであろう。「天が下広しといえども，嫉妬の罠
とか，運命の意地悪い気紛れのため，美がいわれ
のない惨めな境遇に落とされることほど人の同情
をそそるものはない。」190）という書き出しに始ま
る同著は，美に対する賛歌である。物語では，天
使のような顔をしたユーナ姫が森でライオンと遭
遇する場面から始まる。血に飢えたライオンは
ユーナ姫を認めると，姫を一気に食べてしまおう
とした。ユーナ姫の傍に近づいた時，ライオンの
血に飢えて猛り立っていた心は哀れみの情でやわ
らぎ，輝く姫の姿に驚いて，猛々しい力はうせた。
ライオンは彼女を襲うことはできず，逆に彼女の
足元にひれ伏したという物語である。その後，ラ
イオンは姫を一人で放って置けず，護衛としてつ
いて行き，姫が眠っているときはいつも起きて見
張り，起きている時には，言いつけに従い，その
美しい目から命令を読み取り，顔つきから常にそ
の気持ちを汲み取ったと書かれている。作者の「あ
あ，美は最も強いものを支配し，真実は仇なす無
法を屈服させることができるとは，不思議なこと
だ。」という叙述に女性の伝統的な美しさに対す
る賛辞がある。百獣の王であるライオンでさえひ
れ伏したユーナ姫の物語を例示しながら，アグネ
スの気高さを印象付けたかったのであろう。それ
は，ナイチンゲール自身が有する理想的女性像を
反映していると考えられる。社会で男性同様に働
く女性たちは“男まさり”あるいは“男性的”と
する評価は伝統的であり，その女性の美徳は，男
性的であるがしかし，ルソーが『エミール』191）で
述べた女性の美徳，あるいは伝統的な女性の美徳
とも一致する。
　ナイチンゲールは，知性，倫理的行動，情熱と
いう３つの徳を兼ね備えた女性がなぜ社会におい
てその徳が活かせられるような場所が見つけられ
ないのかと述べた。彼女は自身の能力を充分に承
知しており，自身の知性が活用できる場所を捜し
求めていた。そして，理想的な生活は「よいもの
を何処までも追求し，大きな目的に一心不乱に従
事し，優れた理想と高邁な感情に対して共感でき
る気品ある計画の中で生きられるものです。」192）

と述べた。それは女性が社会的に倫理的な行動を
可能とさせる知性と情熱を有していることを証明
することでもあった。
　1876年の見習い生への書簡で，世界でも最高と
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言われる政治家の“計り知れないほどの大きな悲
劇も，小さな事に付いての女性の不徳からくる無
思慮が原因である”と述べ，無思慮は不徳である
と述べ，看護師の訓練もこうした女性の無思慮を
無くすためであると述べた。ナイチンゲールは家
族との対立で多くの犠牲を払った。が，自己の人
生における精神的危機状況から蘇ったとき，彼女
はストレイチーいわく“鷹のような女性”193）に変
貌していた。自我の確立，それは青年期までの課
題である。その課題を達成した時，人は自己を自
尊し，他人の心との融和を計ろうとする。彼女の
主張は女性のライフサイクルのあり方を示したも
のである。自己の生涯を自分で判断して決定して
いく能力，その選択の中で個人が結婚する，ある
いはそうではない生き方を選択することは各個人
の問題であり，権利でもある。
　社会学者トレヴェリアンは，ナイチンゲールが
女性に教育を施して良質の看護師を生み出した事
から，他の分野でも女性にシステム的な教育を施
こそうという試みが成されるようになり，実質的
に女性は社会に解放されたと評価し，併せて従来，
弱々しく男性に保護されなければ生きていけない
ような女性が理想的女性像であったのが，ナイチ
ンゲール以降，女性であっても社会で役に立つ女
性が理想的であると考えられるようになったと述
べている。

■　おわりに

　人の価値や信念は多くがその育った家庭環境や
信仰，教育を受けた人の考え方，また，その友人
などによって形成されていく。本論では，ナイチ
ンゲール家とイギリス社会を概観し，ナイチン
ゲール教育思想の源流を探究した。
　ナイチンゲールは生地イタリアを皮切りに成
長・発達過程において家族的因子の他，エジプト
やギリシャの歴史，あるいはヨーロッパ諸国の思
想家や教育者達の影響をうけた。敏感で繊細なナ
イチンゲールの気質は家庭および社会環境に刺激
され，その刺激は自身がなすべきことは何かとい
う問いを生み出し，その問いは自身がなすべき行
動を指し示した。個人の発達という意味で，社会
環境は決して安定していた時期であったとは言え
ないが，個人の資質および家族的素因からして恵
まれた状況にあったと言えよう。特に父親の有し
た学究的な態度と，父親の交友関係による幅広い

政治的・経済的思想や活動による影響は多大で
あった。そうした事は当時の宗教に対する現実認
識という形でも現れた。
　こまやかな神経と鋭い洞察力を持ったナイチン
ゲールは，当時のイギリス社会の現状を鋭く見抜
き，批判した。不潔な社会環境，貧困で無知な労
働者階級の人々と家庭内における女性の位置づけ
などについて言えば，宗教的信条で培われた自分
の高い価値規範と正義感はあるべき姿が明確で
あった。その状況を改善したいと考えたとき，上
流社会の伝統的な規範は厚い壁であった。その早
すぎる目覚めは，いくつもの闘いを生じさせた。
家庭生活の無為さを非難し，上流社会の女性達の
伝統的な生き方を非難し，それを受けいれている
女性たちを非難し，女性であっても高い理想を
持って生きるべきであると主張した。彼女の姿勢
は今日起きている現象をそのまま受けいれるので
はなく，科学的な根拠を持って物ごとを観察し，
認識し，変化させていこうとする姿勢である。
　ナイチンゲールが望んで止まなかった理想的な
生活は良いものをどこまでも追及し，大きな目的
に一心不乱に従事し，優れた理想と高邁な感情に
対して共感する気品ある計画を持った生活であっ
た。それは伝統的な規制の中で，与えられた役割
をそのまま柔順に受けいれ，男性の力に頼って生
きていくのではなく，自分の一生は自分で責任を
持つという事であった。そこに彼女の言う人格の
問題があった。彼女の主張は“最大多数の最大幸福”
で有名なベンサムの主張と類似している。彼の主
張は人間の基本的人権である幸福追求権の原点が
あった。女性が自己の生涯を考えた上で，自分で
その生き方に対して責任を持ち，自分で自己の一
生に対して計画を立て，その中で生じる生活事象
上の問題を，自己の力で解決していくことができ
るようになった時始めて，女性は自立できたので
あり，人格を持つことができるのであった。
　哲学（philosophy）が人生の根本的諸問題追究
する学問であり，観念論であるとしたら，ナイチ
ンゲールは，日常生活の中で引き起こされる現象
を分析し，現実的対応に転換可能にさせる卓越し
た知識・技能を有している。その意味ではイギリ
ス経験認識論を引き継ぎ，認識から行為にいたる
プロセスを経るプラグマティズムであったと考え
られる。哲学（philosophy）の語源がギリシャ語
の philsophia（愛と知恵）によるとしたら，ナイ
チンゲールは現実社会の観察で得られた情報とそ
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の分析に問題を明確にし，その社会悪に敢然と挑
戦し，対処としての改善・改革を積極的に推進す
る女性であり，哲学者であり，科学者でもあった。
つまり，現象学的認識論という意味で，実際に存在

する問題を認識するのみにとどまらず，行為におい
て有徳であったことがナイチンゲールをして偉大な
世界の理想的人物像と評価された所以であろう。
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39）メアリー・クラーク（Mary Clarke Mohl 1793-1883）；子ども時代から成人するまで各地を転々と
するが，レカミエ夫人の支援により，パリに“クラーキー”という最も優秀で知的なサロンを持った．



ナイチンゲール教育思想の源流

― 61 ―

特にヘンリー・ボナハム・カーターや文学者たちと親密な交友関係を持った．
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44）フランソワ・ピエール・ギョーム・ギゾー（François Pierre Guillaume Guizot 1787-1874）；フラン
スの政治家．
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80）ジェレミー・ベンサム（Jeremy Bentham 1748-1832）; イギリスの哲学者，法学者，社会改革家で
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まれでオックスフォード大学に学ぶ．ユダヤ人であったために卒業資格を与えられなかった．弁護
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178）リチャード・モンクトン・ミルンズ（Milnes Richard Monckton 1809-1885）；イギリスの政治家．
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（Ever Yours，Florence Nightingale Selected Letters 挿入図より筆者作成）

図１　Family Tree of Florence Nightingale’s Parents

ｍ＝結婚
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